
10広報おおず 2021年７月号

おおずニュースおおずニュース

兵
　
藤
　
正ま
さ

　
帛き
ぬ 

さ
ん

（
東
大
洲
）

 

学
校
歯
科
医

岡
　
野
　
喜よ
し

　
男お 

さ
ん

（
平
野
町
）

 

元
愛
媛
県
警
部

　

兵
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校

保
健
業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に

よ
り
、
こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
野
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
警
察

業
務
に
ご
尽
力
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ

り
、
こ
の
た
び
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

令
和
３
年
春
の
叙
勲

第
36
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

５
月
16
日
㈰
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ

イ
レ
ー
ツ
公
式
戦
が
八
幡
浜
・
大
洲
地

区
運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
対
策
期
の
影
響
で
無
観
客
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
か
ら
復
旧
し
た
球
場
で
３
年
ぶ
り

に
公
式
戦
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド

ッ
グ
ス
に
７
対
３
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催　

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦



11 広報おおず 2021年７月号

おおずニュースおおずニュース

河
　
野
　
美よ
し

　
治は
る 

さ
ん

（
肱
川
町
山
鳥
坂
）

　

河
野
さ
ん
は
、
肱
川
町
文
化
協
会
会

長
お
よ
び
大
洲
市
文
化
協
会
副
会
長
と

し
て
団
体
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も

に
、
後
継
者
の
育
成
に
も
ご
尽
力
さ
れ

た
ご
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び
「
愛
媛

県
文
化
協
会
地
域
文
化
功
労
賞
」
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
㈮
、
で
め
金
大
洲
店
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
配
合
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
５
０

０
本
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

店
長
の
柿
見
亮り
ょ
う

介す
け

さ
ん
は
「
３
年
前

の
災
害
で
被
災
し
た
時
に
は
、
支
援
し

て
も
ら
い
、
祖
父
の
代
か
ら
大
洲
で
仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
の
た

め
に
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し

た
。寄
贈
を
受
け
た
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
な
ど
で
感
染
症
対

策
に
活
用
し
ま
す
。

愛
媛
県
文
化
協
会
表
彰

ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

　

５
月
13
日
㈭
、「
う
か
い
レ
ス
ト
プ

ラ
ザ
」
に
、
新
た
に
若
い
雄お
す

と
雌め
す

の
鵜う

２
羽
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　

早
け
れ
ば
、
今
シ
ー
ズ
ン
後
半
に
も

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
年
の
う
か
い
実
施
期
間
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

【
う
か
い
実
施
期
間
】

７
月
１
日
㈭
〜
９
月
20
日
㈪

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
観
光
総
合
案
内
所

☎
�
６
６
５
５

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
ウ　

～
新
た
な
鵜う

が
仲
間
入
り
～

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
ず
６
月
号
７
ペ
ー
ジ
の

う
か
い
料
金
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
臥
龍
１
號
船
貸
切
料　

（
誤
）２
万
円 

→ （
正
）３
万
５
千
円



12広報おおず 2021年７月号

シリーズ
VOL.7  佐伯市編

　愛媛・大分両県の自治体同士でお互
いの地域の魅力を紹介し合う取り組み
を行っています。豊予海峡を挟んだ海
の向こうに目を向けてみましょう。



13 広報おおず 2021年７月号

シリーズ

文化財

紺
こん

紙
し

金
きん

字
じ

大
だい

般
はん

若
にゃ

経
きょう

　１巻
大洲市指定有形文化財（書跡）
龍
りょう

護
ご

山
ざん

曹
そう

渓
けい

院
いん

所有

　大般若経とは、「大
だ い

般
は ん

若
に ゃ

波
は

羅
ら

密
み

多
た

経
きょう

」の略称で、
すべて揃うと600巻にもおよぶ膨大な経典です。
　本経典は、 6 枚継がれた紺紙に銀

ぎ ん

泥
で い

（銀粉を
にかわで溶いた顔料）で1.7㎝幅の罫線を引き、
その中に経文を金

こ ん

泥
で い

で書いたものです。経典の
末尾にある奥

お く

書
が き

（文書などの来歴などを記した
もの）によれば、嵯

さ

峨
が

天皇と弘法大師の手によ
るものと伝えられ、元来は常

ひ た ち

陸国の根
こ ん

本
ぽ ん

寺が所
蔵していましたが、明治 2 年（1869）散在して
いた一部を龍護山曹渓院の住職であった樵

しょう

禅
ぜ ん

和
尚が入手したと記されています。
　平安時代の作品とされる本経典は、市内にお
いて最も古い写経であり、歴史的な点から見て
も貴重な書跡です。
 （昭和40年 1 月 1 日指定）

野　鳥
キジバト（雉鳩）
ハト目　ハト科
全長35㎝

　「デデッ、ポッポー、デデッ、ポッポー」とい
う鳴き声で、どこでも出会える最もポピュラーな
野鳥です。最近は町中にも進出して、庭の植え込
みなどで子育てをしたという話をよく聞きます。
生息数の多さと「はと胸」と呼ばれる体形で、猛

もう

禽
きん

類の狩りの標的にされがちですが、長い歴史の
中で特異な生き方を身に付けています。他の鳥た
ちは、春に植物や昆虫の発生とともに子育てを始
めますが、「ピジョンミルク」という半消化の餌

えさ

を与えることができるので年中繁殖ができます。
そして群がることで目標を絞りにくくして、捕ま
った時も羽毛がすぐに抜け落ちて捕まりにくくな
っています。野生の生き物たちは、あらゆる苦難
も切り抜けて、命を繋

つな

いでいます。
ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

【トウモロコシと干しエビのおにぎり（バター醤油味）】

材料（ 2 人分）

ごはん 300g

トウモロコシ 1/2本（実100gが目安）

干しエビ 5 g

バター 10g

☆醤油 小さじ１

☆黒こしょう ふたつまみ

乾燥パセリ 適量

　トウモロコシには、糖質、食物繊維、カリウムが多く含まれています。
糖質は、体を動かすエネルギー源となります。トウモロコシの食物繊
維は、腸の動きを良くする不溶性食物繊維が多く、便秘予防効果が期
待できます。カリウムは、汗の成分の 1 つでもあり、夏場に大量の汗
をかいて体内のカリウムが減りすぎると、夏バテを引き起こしてしま
うことがあります。トウモロコシを食べて、夏を元気に乗り切りましょ
う。トウモロコシの皮をおにぎりの下に敷くと、雰囲気が変わります。
夏休みのおやつにもおすすめです。

①　 トウモロコシをラップに包んで500Wの電子レンジで 5 分加熱し、
触れる程度に冷めたら、実を取り出す。

　　 皮付きトウモロコシの場合は、ラップに包まず、そのまま電子レ
ンジで加熱することも可能。

　※ 加熱後のトウモロコシは、熱いのでやけどに十分注意してくださ
い。

②　 中火で熱したフライパンにバターを溶かし、トウモロコシを加え
て全体にバターを馴染ませる。

③　中火のまま☆を加えて炒め合わせ、火から下ろす。
④　ボウルにごはん、③、干しエビを加えて混ぜ合わせる。
⑤　食べやすい量をラップに包み、三角形に握る。
⑥　ラップを外してお皿に盛り、パセリを散らして出来上がり。

【レシピ提供：大洲市保健センター】

作り方

おおずを食べよう　健やかレシピ　Vol.11

シリーズ「野鳥」は、今回をもって終了します。長い間、
ありがとうございました。


